

































































十三年には、州学の学正を未入流におとした。 （それまでは従九品であった。 『辞源』に「官不及九品者、曰未入流。言其為雑途所就、不得預於正流 猶唐之有流外也。明始置此級。 」とある。 ）
　
二十四





とあって、 学校の教官になるものがたりない。その後は「歳貢生員」をもって補充して たらしい。 『明史』選挙志に
　



















































をあつめ、入学を希望する童生（ 『明史』選挙志に「士子未入学者、通謂之童生。 」とある）が、ますます多くなり、増員の必要にせまられた。 『明史』選挙志に、　　
生員雖定数於国初、未幾、即命増広、不拘額数。
とあり、 『欽定続文献通考』巻五〇によ と、これは洪武二十年ことで ったことがわかる　
前述の在京府学六十人、在外府学四十人、州学三十人、県学二十












雲南の地方の開けたの 主として明代からである。これらの地方には、苗族とか猺族とよばれる未開野蛮の種族がすんでおり、漢人はそれを治めるのに「土官」の制を用いた。土官と 酋長のようなもので、世襲した。そ 土官の子弟を、初めは附近の州・県の学校に入れて教育した。 『欽定続文献通考』巻五〇に、
　
憲宗成化十七年詔、凡土官嫡子、許入附近儒学、至世宗嘉靖二十六年、命帰順土官子孫、照例送学食廩読書。














































































によって行われる 「参考」 、 所部御 よって行われる 「観風」 のあったことが記されてい 。そして「歳考」のあるのに、 さらに「参考」や「観風」のあった事由を考えてみ い。【科挙】　
生員のもっとも栄誉として望んでいるのは、三年に一度省城で行
われる郷試に合格して「挙人」にな ことか、 るいは毎年選抜されて京師の国子監に入る「歳貢生 と る であった。それ ついては、 『明史』選挙志に、　　
諸生、上者中式、次者廩生、年久充貢、或選抜為貢生。





























から組織される。なお、 この外に「監臨官」 「収掌官」 「受
巻官」 「弥封官」 謄録官」 「対読官」 「巡綽官」 「捜検官」 「供給官」などの分掌のあったことが、 『明書』巻六四・選挙志にみえており、その厳重さが想われる。　
試験場は省城に永久的な施設として在り、 「貢院」とよばれた。





































































































































































































































































































































とある。浙江に例をとってみると、 貢額は初め四〇人であったから、一二〇〇人位の科挙生員が応試したらしい。終には貢額が一〇〇人になったから、三〇〇〇人位試に応じ のであろう。貢額が漸次増加されたについては、 『明史』選挙志に、　　
挙人屢広額、科挙之数亦日増。及求挙者益衆、又往往於定額之外加取、以収士心。






















時方崇尚新奇、 厭薄先民矩矱 以士子所好為 不遵上指也 啓・禎之間（天啓・崇禎） 、文体益変 以出入経史百氏為高、而恣軼者亦多矣。雖数申詭異険僻之禁、勢重難返、卒不能従。









原典を まなくなってしまっ 。 『欽定続文献通考』の纂修官が、
挙業之文、代聖賢立言。而士人之学問才識、亦即於是乎見。経史固其根柢也。若如礼部之言、則将使 者屏六経左国史漢於不観、而惟程文之是習。毋怪乎坊刻盛行、而学術日就於荒陋、人才日即於銷耗也。
という弊害をかもし出し ことに注意し いるのは、卓見である。坊刻程文（擬作の答案文）の習熟は、やがて擬題の弊風を起した。　「擬題」とは、四書・五経の内で問題にでそうと思われる箇処の答案を、あらかじめ作って暗記しておくのである。しかも富豪は家庭教師をやとって、一篇いくらと価をはらって数十篇を作らす、受験の士子はそれを暗記してゆけば、十に八九まで 当 っている。なにも苦しんで全経を勉強する必要はないというのである。これについて顧炎武は『日知録』巻一六に、　　





































とある。各学毎年一人 例は、 その後しばしば変更があった。 『明史』選挙志に、　　
洪武二十一年、定府・州・県学、以一・二・三年為差。




























































































宣徳三年三月勅、各処巡按御史、会布按二司各官、公同考試生員、食廩膳七年以上 学無成効 充 六年以下 追還所給廩米 黜為民。

















儒学提挙司、秩従五品。各処行省所署之地、皆置一司。統諸路府州県 校祭祀教養銭粮之事 及考校呈進著述文字。毎 提挙
一員、従五品。副提挙一員、従七品。吏目一人、司吏一人。



























という意味の上奏をしたので、南北直隷には各々御史一人を、各省には按察司の副使あるいは僉事一人をおいて もっぱら学政を監督さすことになった。 「提学 」という が、それである。 『明史』巻七五・職官志 、
按察司副使・僉事分司諸道。提督学道、清軍道、駅伝道。十三布政司、倶各一員。惟湖広提学二員。




























其後、督学官稍軽、柄其任者、非必有卓 実学、厭士心如曩時。高者虚談沽誉、劣者安禄食交下 至開倖門、聴請託、不忌。又巡歴或二三歳乃一至、不過浹旬月、独品所為校試一日文而已不復関行能考察道芸。即甄考徳行、亦徒按郡県学官所報、三等簿奨汰之、不復有案質。甚乃憚巡行労苦、独高坐引日月 至大比、独委府・州・県、類考而合試之。故 習刓 而人騖於奔趨。
と、かように学政の不振は教官も生員も惰慢となり、学校は衰微の一途をたどった。　
明朝最後の天子毅宗は、 英邁の君主であった。内に流賊の難あり、
外に北虜の寇あり、それに東林の党争と魏客の専横によって、紊乱の極に達した。国家の恢復 苦辛している。学政の不振に対 ても、崇禎六年（一六三三）二月、 勅諭を発して粛正をはかられたこ が
『欽定続文献通考』巻五〇に、
諭曰、近来士習日偸、挙貢失当。真才鮮少、理道不振、皆由督学教 訓導各官、董率乖方。培養無術。盡失旧制初意、以致朝廷不獲収用人之効。拠会典及提学勅書内、敦尚行誼、以励頽俗、不専論文優劣、開載甚明。近日通不遵行。至小学諸書 州県各有社学、原欲養蒙育徳、敷教儲才。近亦全不講論。興挙教官為士子師長 化導最親。旧制甚重。近皆以衰庸充数 教術全廃。此尤士風不正之源。今宜設法興起、吏礼二部、同都察院等詳議、明確以聞。
とある。この勅諭をよむと、当時の学政の弛緩、校風の頽廃が察せられ、粛正に焦心せられた気持がよくわかる。この教書を奉じて正しい奏上に及んだ者が、 果 して幾人あったろう。 『欽定続文献通考』に、この勅諭の次に礼部尚書黄汝良と袁黄の奏議を載せているが、おそらく当時奏聞 出色のものであったろう。黄・袁両人の議は、文章は多少異なっているが、いずれも督学・教官 革正 痛論している。こと 袁黄 議は時弊を指摘して剴切であり、改策もなかなか具体的で適切であるとおもう。なかでも、
窃意、此皆繇朝廷不重教官之職。故無以振作 風。蓋以今日官、多是歳貢挨撥。而歳貢之条、凡生員一食廩。惟計年之久、近年満赴選。又限以資格。故加意作興者少、而蘇湖之 、 復見也。愚按、生員食廩、係於憲官 一考。一時偶得、豈盡賢才。奈何軽授以師儒之重任哉。












（追記）本稿は河住玄著『明代の教育制度』 （油印本。一九五四年）の本文の一部である。同書は五十部限定の私家本で目にすることも少ないが、書名にある教育制度について重要な内容を含んでい思われるので 常用漢字に改めるなど若干の訂正を加えてここに載せる次第である。なお本文の引用史料には返り点、送り仮名が付されてい が、印刷の都合上省略した（渡記） 。
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